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癌部と大腸粘膜の DNAを抽出した。PCRを用いた mutant-allele-specific-amplification method (MASA法)















－specific－amplification methodによりK-rascodon 12およびcodon 13の変異を検討している。 
 その結果、癌組織におけるK-ras変異は65例中37例（56.9％）に認め、大腸粘膜におけるK-ras 変異は大
腸癌患者65例中20例（29.6％）に認めた。一方、健常対照群15例の大腸粘膜は全てK-ras変異はみられず（0％）、
大腸癌患者の粘膜は健常者の粘膜に比し有意にK-ras 変異が高頻度であった（p<0.01）。以上、大腸癌患者で
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は大腸粘膜にもK-ras変異が認められ、大腸粘膜のK-ras 変異の検索は大腸癌の存在診断として有用であるこ
とを明らかにしている。 
 本論文は大腸粘膜のK-ras変異と大腸癌の関連を解析したものであり、新たなる大腸癌のスクリーニング検
査の開発に寄与するものと考えられる。従って、本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判
定された。 
